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白人種の知られざる英雄たち 
 

パート4  
 

ウィリアム・ジョイ

ス 
 

「崇高な大義の真の重要な擁護者に
とっては、命をかけて奉仕する人々
に裏切り者として現れることも、時
には必要なことかもしれない」。 
 

ルドルフ・ヘス、1949年 

 

没後46周年を迎え、ウィリアム・

ジョイスは世界中のすべての国家社

会主義者の心の中に再び生きてい

る。それゆえ、20世紀の英雄の純粋

な意味での勇気についてよく知らな

い読者のために、新年の初めに彼の
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物語と彼の雄弁な言葉を思い起こすことは、ふさわしいことのように思わ

れる。 

 

ウィリアム・ジョイスは1906年4月24日、アルスター人の父とイギリス人

の母の間にニューヨークで生まれた。少年が3歳の時、一家は北アイルラ

ンドに移り住み、その後10代でイギリスに渡った。そこでイギリス陸軍に

入隊し、名誉除隊後、バタシー・ポリテクニックを経てロンドン大学の

バーバック・カレッジで若き奨学生となり、学位試験で一等賞を受賞し

た。博士号取得を目指し、家庭教師として生計を立てていたが、政治的意

識の高まりに惹かれ、英国初期のファシスト組織のひとつに参加した。20

代前半となったジョイスの容姿は、生涯変わることはなかった。背は低い

がたくましく、ハンサムな顔立ちで、普段は楽しげに自己を律する表情を

浮かべ、口とあごは不屈の意志を感じさせた。しかし、彼の目は好奇心と

知性と優しさで輝いていた。マーガレット・ケアンズという美しい女性と

結婚したが、彼女は彼のイデオロギー的信念を共有し、第二次世界大戦中

の荒波にもかかわらず、最後まで、そしてそれ以後も彼に忠実であり続け

た。 

 
 

演説家ジョイス 

 

誰に聞いても、ウィリアム・ジョイスは写真のような記憶力の持ち主だっ

た。しかし、そのような才能を持つ他の人物とは異なり、彼にはさらに、

その豊富な情報を聞き手に生き生きと伝える、素晴らしくドラマチックな

才能が備わっていた。彼はファイルや日記、メモの類は一切つけていな
かったが、自分の身に起こったことはほとんど何でも、臆することなくす

べて話すことができた。彼は何年かおきに、同じことを何一つ変わること
なく繰り返した。彼は、これまでに読んだどんな詩も、注目すべき新聞記
事でさえも、いつも正確に引用することができた」。 
 
ジョイスの現代的で無愛想な伝記作家でさえ、彼についてこう書いてい

る。彼は数学に長けていただけでなく、それを教える才能もあった。歴
史、哲学、神学、心理学、理論物理学、化学、経済学、法律、医学、解剖

学、生理学など幅広く読んだ。1936年にスケート中に鎖骨を骨折した際に
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は、解剖学の知識を応用して自分で固定し、適切なストラップで固定し
た。「友人からも敵からも天才とみなされた。ウィリアム・ジョイスは、

私たちのイデアが白人種の最良の要素を引き寄せていることの生きた証拠

であった。 

 

彼が英国を愛したのは、英国民族をより深く愛したからにほかならない。

力強く意欲的なスポークスマンであり、ノーセンス・オーガナイザーで

あった彼は、オズワルド・モズレー率いるファシスト・国家社会主義者イ
ギリス連合の中心人物となった。ある同時代の人物は、彼を「優れた作家
であり、演説家であり、政策の説明者であり、何百もの集会で演説を行
い、常に最高の状態で、暴力的な反対にも怯むことなく、ファシズムの鉄
の精神を明らかにしている」と評した。不満を抱いていた労働党の国会議

員も、それほど感銘を受けなかった：「彼に初めて会ったのは1933年、パ
ディントン・バスで開かれた大混雑の集会だった。何年か前に嫌気がさし
て政治家を辞めた私は、ファシストの信条に感銘を受け、友人からモズ
レーの組織に入るように勧められていた。私は、モズレーの隣には誰がい
るのかと尋ねた。私たちの最も偉大なスピーカーの一人であると言われて

いる人たちの話を聞いたことがある。この28歳の若者が登壇して10分も経
たないうちに、私はここにこの国で最も優れた演説家の一人がいることを
知った。政治界ではまったく無名の演説家を聴くために集まった大勢の聴
衆と、その熱狂ぶりは、私にとって目から鱗が落ちるようなものだった。
ジョイスは、英語で最も感動的なスピーカーの一人であり、しばしば酩酊

してつぶやくウィンストン・チャーチルの比ではなかった。彼のスタイル

が魅力的だったのは、1936年のスピーチの抜粋に見られるように、直接的

で簡潔だったからだ：「祖国を愛すれば国民である。祖国を愛すれば国民
であり、国民を愛すれば社会主義者である。国家社会主義者であれ！" 
 

「彼の流暢で劇的なスピーチは、ヨーゼフ・ゲッベルス博士のそれと比較

されてもおかしくない。「票集めの政治家とは違って、彼は聴衆に媚びた
りはしなかった。彼は叱り、脅し、警告し、勤勉と規律と国家の浄化を訴
えた。イギリスはヒトラーの友好を深め、共産主義者の脅威に対抗する同
盟国として、大陸で最も強力な国家を獲得しなければならないと主張した
彼は、現実的な軍事評論家であると同時に、熱烈な伝道者でもあった。" 
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英国ファシズムの勝利と危機 
 

1936年までには、ブリティッシュ・ユニオンは帝国内で最もダイナミック

な政治勢力となり、何百もの大規模集会で何万人もの信者を擁し、不況下

の社会的失敗と民主主義の空虚な約束に幻滅した何百万人もの同胞の間に

野火のような支持が広がっていた。黒シャツ隊は、マルクス主義者の敵の

攻撃から身を守ることに成功し、ジョイスは棍棒と拳で闘争の渦中にい

た。致命傷になりかけたのは、ユダヤ人が彼の右頬に永久的な傷跡を残し

たストレート・カミソリで彼を襲ったことだった。このようなギャングの

反対にもかかわらず、イギリスのファシストたちは、カオスに対抗する文

明のために、イギリス法の厳格な遵守をプログラムの一部に組み込んだ。

彼らの合法性への適合とストームトルーパーの完全な防御姿勢にもかかわ

らず、政府は1937年の元旦に「公序良俗法案」を施行した。それは「政治

的制服」の着用を禁止し、集会での警備を禁止し、合法的なデモを自らの

裁量で解散させる権限を警察に与え、当局が「侮辱的な言葉」（すなわち

ユダヤ人についての真実）とみなすようなものさえ禁止した。コールが書

いているように、公序良俗法案は表向きは「すべての政治団体に適用され
たが、意図したとおり、主にファシストを攻撃した」。実際には、この法

案の裁量性は黒シャツ党に対してのみ使われた。共産主義者も国会議員

も、このオーダーメイドの法律を恐れることはなかった。公然たる一方的

な専制政治に頼ることで、民主主義は詐欺と偽善の実態をさらけ出したの

だ。 

 

それでも、この苦肉の策は英国連合に悲惨な影響を与えた。黒シャツ隊

は、自分たちが結成以来政策として支持してきた法制度が、事実上自分た

ちを禁止していることを知ったのだ。地下に潜るか、消滅するかのどちら

かしかない選択肢に直面した彼らは、中間の道を歩もうとした。その結

果、運動は分裂した。合法性を復活させるための費用のかかる無益な努力

の結果、経済的圧力が高まり、イギリス組合はウィリアム・ジョイスを組

織労働者とスタッフの5分の4とともに運動のポストから解任した。臆する

ことなく、彼は国家社会主義者同盟を結成した。制服はもちろん違法だっ

た。「しかしジョイスは、トレンチコートとマフラー姿で、まだ制服を着
ているかのような印象を与え続けた」とコールは書いている。 
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公序良俗法案を恐れて、集会場の経営者たちは彼にその施設を貸すことを

拒否した。屋外集会に頼ったN.S.L.は、以前と同じように身体的虐待を受

けた。しかし、演説者を擁護する制服を着た黒シャツがいなかったため、

集会はほとんど無秩序なものとなった。警察のおかげではないが、警察は

通常、国家社会主義者が反対派より優勢になると、逮捕に動くだけで、騒

ぎが発展するのを許していた。ユダヤ人組織による同じ不名誉な戦術が、

30年後、40年後にアメリカでホワイト・パワーの活動に対して使われるこ

とになる。 

 

N.S.L.本部は、ヴィクトリア駅からほど近い190ヴォーホール・ブリッジ・

ロードにあった。しかし、ジョイスはそれを長く楽しむことはできなかっ

た。彼と彼の親しい仲間たちは、自分たちをかばったとして暴行罪で起訴

され、体制が彼ら全員を牢獄に入れることを狙っているのは明白になりつ

つあった。このような状況の悪化の中で、N.S.L.は生き残るためにできる

ことはすべてやった。しかし、信奉者たちに欠けていた資金は、指導者た

ちの狂信性とイデオロギーの力で補って余りあるものだった。30年代後半

には、信奉者の数とともに資金拠出も増加した。アドルフ・ヒトラーとの

戦争前夜、イギリスの国家社会主義者たちは、大変な不利な状況にもめげ

ず、支持を広げていた。しかし、N.S.L.は歴史的な出来事に圧倒されよう

としていた。 

 
 

ロード・ホー・ホー "の誕生 
 

国会内にいた同志からの電話で、ジョイスは非常事態法による逮捕が数日

後に迫っていることを知らされた。彼は法を犯したわけではない。政府

は、彼の見解を理由に、戦争が続く間、彼を拘束したかっただけなのだ。

数人のN.S.L.同志による即席の会合で、メンバーはジョイスに逃亡のため

の組織資金を贈ることを決議した。翌日、ジョイスとマーガレットは、イ

ギリスが国家社会主義ドイツに宣戦布告する24時間前に、穏やかなベルリ

ンに到着した。 

 

異国での人脈もなく、経済的にも困窮していた彼らの状況は絶望的と思わ
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れたが、到着して1週間後、ウィリアムは英語圏全域に放送するラジオ放

送のキャスターとして採用された。当時のドイツ当局にとってウィリアム

は無名に等しかったが、彼の雄弁さとよくできた原稿に感銘を受けたとい

う。戦争が始まって間もなくのことだった。「ロード・ホー・ホー」（ロ

ンドンのプロパガンダ情報省が彼に与えた蔑称）は、国際ラジオ界を代表

する有名人の一人になっていた。B.B.C.が政府のために行った極秘調査に

よると、ジョイスの聴取者は1941年までにイギリス国内だけで2400万人に

達したという。秘密報告書は、"彼の発言の多くが真実であるとの思いが
高まっている "と結んでいる。間違いなく、ジョイスの真実味のある発言

は、ユダヤ人に対する国民の意識を高める上で、特に白人二国間の無意味

な戦争に対するユダヤ人の責任について、大きな役割を果たした。実際、

一般大衆の反ユダヤ感情は、特に工場労働者の間で、敵対行為中にエスカ

レートし続けた（Churchill's War, David Irving, Veritas Publishers, Sydney, Aus-

tralia, 1990, page 233）。 

 

ジョイスは6年間にわたり、白色人種は戦争で人種的自滅を犯しており、

国家社会主義こそが彼らの文明を破局から救うことができる唯一の概念で

あると説いてきた。国家社会主義は、「誰が最初にその言葉を使おうが、
その精神を感じようが、土壌と人々から生まれなければならない。それ
は、一時的な不満からではなく、マルクス主義的唯物論の足かせをはめる
ことなく、総体的で卑劣な民主主義的唯物論の鎖を投げ捨てたいという人
民の革命的切望から生じている。この問題は、われわれのイギリス国民に
関わるものであり、彼らは、いかなる国家にも限定されない反乱の精神を
共有することを妨げられることはない。それゆえ、国際ユダヤ金融とその
もう一つの自己である国際ユダヤ共産主義に対抗するドイツの指導者の勇
敢な業績に対する真の尊敬の念から、私は喜んでハイル・ヒトラーと言い
たい。 
 

彼は、戦争前夜にイギリスを離れた理由を率直に説明した：「もしイギリ
ス人が、国際金融の支配に対して自分の街で戦うことができないのであれ
ば、他の国に行って、自分の力の及ぶ限りのあらゆる手段を使って、自国
政府の勝利を妨げた方がよい。そのような政府の勝利は、彼の民族にとっ
て永遠の敗北となるからだ。イギリス人は、アドルフ・ヒトラーが道を示
した新世界の建設に、その才能と個性を発揮する機会を、長らく拒否され
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てきたはずである。このご時世、希望や信念を述べるのはおこがましいか
もしれない。しかし、あえて言わせてもらえば、私は、戦争の炎を乗り越
えたとき、イギリスの普通の人々が再び自分たちの魂を知り、ドイツ人の
血を引く兄弟たちとの友情のうちに、人類の進歩の道を進むことを国家社
会主義に求めるようになることを望み、信じている。 

 

1945年5月、希望はあったが信念は打ち砕かれたジョイスは、丸腰で何の

抵抗もしなかったが、占領していたイギリス軍のユダヤ人に撃たれた。手

痛い傷を負ったジョイスはマーガレットとともに捕虜となり、ロンドンに

連行され、そこで大逆罪の裁判を受けた。というのも、彼は英国市民です

らなく、英国の裁判所には彼を裁く法的権利がなかったからだ。さらに、

第三帝国から彼が発信した何百もの放送を政府がすべて書き起こしたが、

検察側はイギリス国民に対する言葉を一言も見つけることができなかっ

た。彼の憎悪はすべて、「世界で最初の名誉あるユダヤ人」ウィンスト

ン・チャーチルのような公人に向けられていたのである。 
 
 

ヒズ・ファイネスト・アワー 
 

法廷での短い陳述の中で、ジョイスは自分の行為について謝罪することも

なく、同情を買うような後悔の念を示すこともなく、自分の責任からひる

むこともなかった：「私、ウィリアム・ジョイスは、ユダヤ人のためにア
ドルフ・ヒトラーや国家社会主義と戦いたくないので、イギリスを去りま
した。私がイギリスを去ったのは、現状を維持するような勝利は、敗北よ
りもイギリスにとってダメージが大きいと考えたからです」。この言葉が

語られた時代と状況を考えれば、この男の揺るぎない勇気とスリリングな

反抗心が強調される。 

 

裁判が始まって間もなく、検事はチーフ・アシスタントに "勝ち目はある

のか？"と内心心配していた。その晩、ジョイスが無罪になる確率は6対4

だと言う者もいた。「しかし、ウィリアム・ジョイスには法律以外の力が

働いていた。弁護団は暗殺されると脅され、『デイリー・テレグラフ』紙
の編集者はジョイス裁判の核心を突く驚くべき発言をした："この事件
は、外国人が反逆罪で断罪される一定の条件を初めて確立したものとし
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て、法的歴史に残るだろう"。その "ある条件 "は、ユダヤ人について真

実を語る勇気のある者すべてに適用された。 

 
この口調の国家社会主義者に待ち受けていたのは、同じイギリス人同志で

あったジョン・アメリーの運命であった。彼は8分間の裁判で死刑を宣告

されたが、この記録はジョー・スターリンの絞首刑裁判官でさえ感心した

ことだろう。ジョイスの法廷での一日について、彼の現代の伝記作家でさ

えこう書いている。"裁判の緊張感は法廷をはるかに越えて感じられた。
当時ロンドンにいた人なら誰でも思い出すだろうが、国民はイギリスの司
法に不安を抱いていた。"それは、ある男が不当に断罪されるのではない
かという恐怖からではなく、彼が法を犯していないことが判明し、復讐の
機会を奪われるのではないかという懸念からであった。 

 

 不可避の事態が訪れると、彼は別の刑務所に収監されている妻にこ

う書き送った。裁判の）すべての期間を振り返ってみると、私は『英国司
法』の歴史の中で最も悪質なデマの対象になっている。まあ、それはそれ
として、私はもっと誇りに思う。死んでも、現世でも、私は先の大戦を引
き起こしたユダヤ人に逆らう。そして、彼らが象徴する闇の力に逆らう。
英国が再び偉大になりますように。そして、西側にとって最大の危機の
時、ハーケンクロイツの旗が塵の中から掲げられ、歴史的な言葉「Ihr 

habt doch gesiegt!私は自分の理想のために死ねることを誇りに思うし、理
由もわからずに死んでいった英国の息子たちに申し訳なく思っている。 

 
 

死と変容 
 

ある友人は、晩年のジョイスの様子をこう振り返る。「晩年、健康そのも
のであったにもかかわらず、彼の肉体は霊化しているようで、蒼白と呼べ
るようなものはなく、肉体はまるで透明であるかのようであった。彼と一
緒にいると、静かな教会にいるような、内なる平和が感じられた" 
 

マーガレットに宛てた最後の手紙には、彼の毅然とした態度が表れてい

た：「今夜、私は自分の考えをまとめたい。平和な雰囲気が私を包んでい
る。あなたは日に日に美しくなっている。そしてそれは、最近の緊張のも
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とでのあなたの大きな功績です。しかし、私がいつも言っているように、
繁殖は語るものだ。私が「彼方の果て」に近づくにつれ、最終的な勝利へ
の確信が深まっていく。それがどのように達成されるのか、私にはわから
ない。しかし、悲観論に傾くことはない。ヨーロッパとこの国は、我々の
理想が正当化されるまでに、おそらくひどい苦しみを味わわなければなら
ないだろうが、私は喜んで、誇りをもって、私の古い主将が要求する模範
を示す。Wir haben doch gesiegt!フレジャよ、永遠の恋人として敬礼する！
ジーク・ハイルジーク・ハイル！あなたの意志です" 
 

1946年1月3日の朝、ウィリアム・ジョイスは処刑された。 

 
 

引用および出典はすべて、ジョン・アルフレッド・コール著『Lord Haw 

Haw and William Joyce, The Full Story』（ファーラー＆ストラウス、ニュー

ヨーク、1964年）より引用。 
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